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「スピード落として、スリップ事故防止」 （ツルツル路面対策）
○ 気温が高くなる日や交差点とその周辺などでは、

スピードを落として車間距離を十分にとり慎重な運転を
○ 事故直前のスピードが速いほど・・・重大事故に直結

スリップによる交通事故前の速度が・・・
４０ｋｍ／ｈを超えると、死亡事故の割合が高くなります

見落とすな 『一時停止の標識』
確実な『一時停止』と左右の安全確認

気を付けないと･･･落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

○ 車間距離を十分確保し、スピードダウンで追突防止
○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）
○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意
脇道から乗用車・人が出て来るかも知れません

冬道での追い越し・車線変更は事故に直結 危険な追い越し 生命の危険
冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命

あおり運転 急減速し、ごみ収集車横転容疑 52歳男性逮捕
危険運転致傷とひき逃げ容疑で

収集車のドライブレコーダーや料金所の防犯カメラの映像などから容疑者の車を特定
２０１８年２月２８日 ２０時３３分

車を追い越した直後に減速して後続車を横転させたなどとして、警察は２８日、会社員の男性容疑者（５２）
を自動車運転処罰法違反（危険運転致傷）と道交法違反（ひき逃げ）の容疑で逮捕した。逮捕容疑は、１月１３
日午前１１時半ごろ、神奈川県で乗用車を運転、ごみ収集車の前方に割り込んだうえ、急減速して進路を妨害し
、収集車を横転させ、運転していた男性会社員（３５）の首や腰に軽傷を負わせ、そのまま逃げたとしている。
交通捜査課によると、収集車は衝突を回避しようと急ハンドルを切り、横転した。容疑者は現場の約１・７キロ
手前から約１分間、あおり運転をしていたという。収集車のドライブレコーダーや料金所の防犯カメラの映像な
どから容疑者の車を特定した。

大型トラックが止まったのを見て、横切ろうとした高齢女性
大型トラックが動き出し、高齢女性と接触、大型トラックはそのまま立ち去る

後続の乗用車にも、ひかれ死亡
防犯カメラに、接触し、立ち去る様子が映っていた、トラックの運転手を逮捕

２０１８／２／２４（土） １３：１１
大阪府で高齢女性が車２台に相次いではねられ死亡し、警察は、前のトラックを運転していた男をひき逃げな

どの疑いで逮捕した。防犯カメラの映像には、道路を渡ろうとしているように見える女性が映っていた。女性は
大型トラックが止まったのを見て横切ろうとするが、その時、トラックが動き出し女性と接触した。
２３日午前９時ごろ、市道で、近くに住む７０代とみられる女性が乗用車にはねられ死亡した。しかし、その
後、警察が付近の防犯カメラを調べると、乗用車の前を走っていた大型トラックが女性と接触し、立ち去る様子
が映っていたということで、ナンバーなどからトラックを運転していた男性容疑者（５１）を特定し、ひき逃げ
などの疑いで逮捕した。

「滑ってコントロールできなくなった」
定山渓 凍結路面でスリップか？ コンビニに車突っ込む

２０１８／２／２４（土） １２：１９
２４日午前８時前、札幌の定山渓でコンビニエンスストアに車が突っ込む事故がありました。事故当時、路面

は一部が圧雪アイスバーンでした。運転していた６５歳の男性と助手席にいた女性のほか店員らにもけがはあり
ませんでした。運転していた男性は「滑ってコントロールできなくなった」と話しているということです。

荷受けの時間調整のため停車していたトラックに、追突の１９歳死亡
道路交通法違反容疑も視野に、トラックの男性から事情を聴いている

２０１８／２／２６（月） ７：５５
２５日午前７時３５分ごろ、神奈川県の県道で、停車中のトラックに走行中の乗用車が追突した。車を運転し

ていた少年（１９）が搬送先の病院で死亡。トラック内にいた男性会社員（６３）にけがはなかった。警察によ
ると、現場は片側１車線の直線道路。トラックが荷受けの時間調整のため道路の左端に停車していたところに少
年の車が追突したという。同署は、道路交通法違反容疑も視野に男性から事情を聴いている。


